恵迪寮『寮歌集』にみる欧米の学生歌の影響 : 明治から大正期にかけての収録歌からの考察 by 下道 郁子 & Ikuko Shitamichi






















































Roden の Schooldays in Imperial Japan-A study in the Culture of a Student Elite（１９８０）やア



























三高の寮歌集には２曲あるが作曲作詞者不詳である。１曲はイギリスの Harrow School の歌
の転載、もう１曲は明治２０年頃歌っていたらしいという、かなり簡素な歌である。恵迪寮『寮










が、原曲はアメリカの歌 “Tramp Tramp Tramp”である。また歌詞も若者の大志と校風を
歌いあげた寮歌詞風で、在校生有島の作ということからも、寮歌の定義である「寮歌とは、寮
生活を中心に、寮生により作られ、歌われた歌」６に近い作歌過程を経ている。















































で合唱するスタイルは、黒人の労働歌である Plantation Song に特徴的な歌い方でもある。北






















１０ Hampton and its students/by two of its teachers, M．F. Armstrong and Helen W. Ludlow : with fifty cabin
















































には“Jupidei”は「１８４５年の Urbummellied（譜例４）（G. Weber 作詞、R. Schaffer 作曲）作
曲が元歌と推定される」と記載されている１８。Allgemeines Deutsche Kommersbuch1 の１８８８年
版では“Urbummellied”、１９７４年版では項目“Ich wander in die weite Welt”の中の曲で“Studio



















































い。しかし、彼は大正５年（１９１６）に A TEXT BOOK OF PRACTICAL ENGLISH とい
う英語の教科書を出版している。表紙に記された著者名は“PAUL ROWLAND, M. A.（HARV.）
PROFESSOR OF EENGLISH IN THE TOHOKU IMPERIAL UNIVERSITY COLLEGE OF
AGURICULTURE ”となっている。






“AMAERICA”はアメリカ国歌で別名“My Country, ’Tis of Thee”で作詞は Samuel F. Smith
（１８０８―１８９５） である。メロディはイギリスの典礼歌が原曲の “God Save the King （Queen）”
である。
“HOME SWEET HOME”は日本では「埴生の宿」のタイトルで知られている。作詞はアメ
リカの John Howard Payne（１７９１―１８５２）、メロディはイギリスの Henry Rowley Bishop（１７８６―
１８５５）の作曲である。“BRUCES BATTLE SONG”は別名“Scots Wha Hae”で スコットラ
ンドの国民的詩人 Robert Burns（１７５９―１７９６）によるスコットランドの愛国歌である。メロディ
はスコットランド民謡“Hey Tuttie Tatie”を用いている。
“THE MINSTREL BOY”はアイルランドの国民的詩人 Thomas Moore（１７７９―１８５２）の詩
でやはり愛国的な内容である。メロディはアイルランドで古くから知られている“The
Moreen”を用いている。
“ODE from the SPECTATOR”は Joseph Addison（１６７２―１７１９）の作詞による賛美歌で日
本語訳は「果てなき大空」である。ハイドン（Franz Josef Haydn，１７３２―１８０９）の“Creation”、









































































































成している点、曲想表示があること、開始部分の A が A’’となって再現されることで曲に統一
感を与えている等、西洋の音楽理論や構造に乗っ取った作りである。拍子が小節ごとに変わる
CC’C’’部分は印象的なリズム感を醸し出し、前半の AB に対する応答のようにも聞こえる。































Yale”ではないかと言われている。“Old Yale”は CARMINA COLLEGES という英語とド






































校歌「永遠の幸」はアメリカの南北戦争時代の Battle Hymn で、農園で働く黒人の労働歌
















































表２ A TEXT BOOK OF PRACTICAL ENGLISH の掲載の歌曲
詩のタイトル 掲載頁
AMERICA pp．４２―４３
HOME SWEET HOME pp．１０２―１０３
BRUCES BATTLE SONG pp．１３７―１３８
THE MINSTREL BOY pp．１８２―１８３




























M. F. Armstrong, H. W. Ludlow（１８７４）Hampton and its students ⁄ by two of its teachers, M.F.
Armstrong and Helen W. Ludlow ; with fifty cabin and plantation songs，arranged by
Thomas P．Fenner, G．P．Putnam’s Sons
C．Mcwhirter（２０１２）Battle Hymns, University of North California Press
D．Roden（１９８０）Schooldays in Imperial Japan-A study in the Culture of a Student Elite,
University of California Press
PAUL ROWLAND,（１９１６）A Text Book of Practical English，出版者不明
F. Silcher, F. Erk（１８８８）Schauenburgs Allgemeines Deutsche Kommersbuch, Schauenburg
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J.L.Winstead（２０１３）College Sang, University of Alabama Press

























譜例５“ODE from the SPECTATOR”とトニック・ソルファの譜
A TEXTBOOK OF PRACTICAL ENGLISH（１９１６） pp.２４０―２４１
―131―
譜例６“Marching Song”
恵迪寮『寮歌集』（２０１１）附録 P．３４
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譜例７“College Hymn”
恵迪寮『寮歌集』（２０１１）附録 P．３６
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譜例８
恵迪寮『寮歌集』（２０１１）P．１４
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譜例９
『決定版 軍歌・校歌集』（２０１４）P．１６８
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